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第 l 章の序論では，現行地上テレビジョン放送への PCM 音声信号の多重方式に関するこれまでの研究について概説
し本研究の目的を明らかにし，研究方向について述べている。
第2章では，現行地上テレビジョン放送への多重伝送の可能性を従来の周波数多重，時分割多重の多重方式と新しく
提案する直交多重方式について，現行放送との両立性および伝送容量を条件に比較考察し，最も多重信号の伝送容量の
多い直交多重方式を有望とし，直交多重方式による PCM 音声信号の地上テレビジョン放送システムについて述べてい
る。
第 3章では，直交多重放送方式において， (1)現行のテレビジョン放送受信機で受信復調された映像信号および音声
信号に発生する妨害を各種の検波方式に対応させて解析的に検討するとともに， (2) ゴーストなど地上放送での直交多
重伝送された受信信号への妨害を考察し，直交多重放送方式による PCM音声信号の地上テレビジョン放送方式の解決
すべき課題の抽出を行っている。
第 4章では，解析した直交多重信号からの妨害が多重信号の低域信号ほど大きいという特質を利用して，現行テレビ
ジョン放送受信機の復調された映像信号および音声信号に対する妨害を低減するために，多重伝送する PCM音声信号
のチャネルコーディングを検討しディジタルデータの符号化とディジタルデータの伝送形式を新しく考案し，これら
の有効性を実験的に実証している。
第 5章では，ゴーストなど地上放送での直交多重信号への妨害を低減して多重信号を復調するために，多重信号の復
調信号処理として，くし形フィルタ処理，波形等化を用いることを新しく考案し有効性を実験的に検証すると共に，波
形等化の動作のための新しい基準信号についても考案している。
第 6章では，新しく考案した直交多重放送方式による PCM音声信号の地上テレビジョン放送方式の全体システムの
概要，伝送容量とディジタル音声信号の品質およびサービスエリアを考案して，実現の可能性を検証している。
- 567 ー
第7章は結論であって，本研究によって得られた成果を要約するとともに，今後に残された課題について述べている。
論文審査結果の要旨
本論文は，現行の地上テレビジョン放送と両立性のあるデ、イジタル音声信号の多重化方式に関して行われた研究の内
容をまとめたもので，主に以下のような成果をあげている。
(1)現行地上テレビジョン放送にデ、イジタル音声信号を多重化するための有力な多重方式を比較検討し直交多重方式
が最も有望であることを明らかにしている。
(2) デ、イジタル音声信号を新しく直交多重化するにあたり，非理想受信に起因する現行地上テレビジョン放送受信機へ
の妨害の程度を解析的，実験的に明らかにすると共に，妨害低減法を確立している。
(3) 地上テレビジョン放送で問題となるゴーストなどによる直交多重信号への妨害対策として，くし形フィルタ処理な
らびに波形等化技術を応用することを提案し，その有効性について実験的に検証している。
(4) 新しく考察した直交多重放送方式による地上テレビジョン放送に関して，伝送容量ならびに伝送品質の観点からシ
ステム的考察を行い，現行のサービスエリアでの実現の可能性について確認している。
以上のように本論文は，現行地上テレビジョン放送と両立性のあるデ、ィジタル音声信号の多重化方式に関する多くの
知見を得ており，通信工学の発震に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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